シニアネット・トーランス・ラーニング・センター

(SeniorNet Torrance Learning Center)

誕生までの背景

シニアネット・トーランス・ラーニング・センターはWakao & Associates社のオフィス提供を受け、2001年7月にスタートしました。同年8月31日に第１期卒業生9名を出して以来、現在（2003年2月）まで第19期、100名を越えるシニアが卒業しています。米国内で日本語環境を実現するには数多くの難しさはありましたが、若尾龍彦ご夫妻始め10名以上のボランティアがインストラクターとして、コーチとして、事務業務担当として献身的な貢献をして戴いています。日本語によるコミュニケーションを切望していた在米日本人シニアの要求は想像していた以上に強く、ニッチでユニークなシニアのためのパソコン・インターネット教室となっています。現在同センターは若尾龍彦さんと私、鶴亀彰が共同主宰者として担当し、主にクラス受講者からの授業料を運営の基本財源としていますが、将来的には財団や企業からの補助金や支援を受け、更により多くのシニアに機会提供出来ればと望んでいます。

日本語ウィンドウズのPCを使い、日本語で教えるトーランス・ラーニング・センターが誕生した背景には色んな団体の動きがありました。より良い社会作りを目指す各種団体の願いや精神が融合し、その遺伝子を受け継ぐ形で、このセンターが生まれました。この機会にその背景を纏めてみたいと思います。

シニアネット・トーランス・ラーニング・センター誕生に関係ある組織

シニアネット・トーランス・ラーニング・センターは大阪を本拠地とするシニアネット・パーティ（SNP）とサンフランシスコに本部があるシニアネット（SeniorNet）両非営利団体の太平洋を越えた日米協力プログラムが実現したものです。オークランドに日米の非営利団体同志の交流を支援するJUCEE(日米コミュニティ・エクスチェンジ)があり、各種の支援プログラムを行っています。両国のシニアに役立つプログラムのコンペティションが行なわれ、SNPが提案したSeniorNetとの共同プログラムが2000年度のプログラムとして選ばれました。JUCEEから1万ドルの資金がSNPに提供され、同時に5台のPCとプリンター、スキャナー各１台がSeniorNetからトーランス・ラーニング・センターに提供されました。資金の内2千ドルはSNPの計画担当者、山藤泰さんや岡本忠彦さんの調査・準備のための渡米費用の一部に、8千ドルは初年度1年のトーランス・ラーニング・センターのオフィス経費として使用されました。現在は１時間当たり５ドルの授業料（入門コースは2週間、初級コースは4週間、毎週2日、一回2時間）でかつかつまかなっています。

SNPは1996年に岡本忠彦さんを事務局長に多くの心有る同志の支援を得て、スマートバレージャパン（SVJ）の四つの重点活動プログラムの一つとして大阪で生まれました。支援者は関西や中部地区在住者だけにとどまらず東京の根本祐二さんやニューヨークの溝田弘美さん等の国内外に広がっています。SNPはITを活用し、高齢化社会を豊かにする事を目的としています。色んな活動を行って来ましたが、関西には大手企業も多く、毎年大量に生まれる定年退職者達のためのパソコン教室や、自分史をホームページ化するなどユニークなプログラムを行っています。なおSNPの最近の活動やその詳細に付きましてはhttp://www.snp.org/をご参照下さい。

SeniorNetはサンフランシスコ州立大学の研究プロジェクトから派生し、1986年に生まれました。通信技術が社会にもたらす貢献や影響に付いての研究や活動を支援する財団として知られるマークル財団（Markle Foundation  http://www.markle.org/ ）の資金援助による調査の結果、コンピューターは間違い無くシニアの社会的孤立と言う問題の解決に大いに役立つと判り、その結果シニアネットの創設に繋がりました。マークル財団は現在もシニアネットへの財政支援始め多くの通信関連研究プロジェクトへの補助を行っています。シニアネットは現在アン・エリクソンさんを代表に230以上のラーニング・センターへの支援やオンライン・マガジンによるシニアへの情報提供やコミュニケーションの場を提供しています。ラーニング・センターの卒業生は10万人を越え、会費を継続的に払うメンバーも4万人近くになっています。トーランス・ラーニング・センターは日本語による指導を始めた唯一のセンターとしてシニアネットからも注目と賞賛を得ています。なおシニアネットのウェブサイトはhttp://www.seniornet.org/ です。

SNPの母体であるSVJはIT活用で民主導による日本活性化に寄与する事を目的として有志により東京で1996年9月4日に活動を開始しました。伊東正明さんを代表として、400名の国内外の個人や40程の企業・団体が参加しました。IT活用により地域社会の活性化、教育現場の活性化、高齢社会の活性化、起業活性化が四つの重点目的でした。一部の寄付と個人の参加費により運営されました。　高齢者支援のSNPの活動以外にも東京や豊橋、大阪等における地域活性化プログラムや姫路を皮切りに全国に広がった教育支援のネットディ・プログラム、そしてビジネスカフェのシリコンバレーや東京、ロサンゼルスでの創立による起業家支援プログラムなどが一体となり、日本政府が掲げるe-Japan構想に結びつく底流の動きの一つになったのではと推測します。（設立5年目の2001年12月31日をもって第一次フェーズ終了とし、現在はSVJ自体の活動はなく、そこから生まれたSNPなど個々の活動が継続してその志を継承しています。ウェブサイトはhttp://www.svj.org/ です。）

なおSVJは米国のシリコンバレーで1993年に地域活性化運動を促進する目的で生まれたスマートバレー公社（Smart Valley, Inc. ）の中心人物であったスタンフォード大学教授のウィリアム・ミラー教授や同公社初代社長を務めたハリー・サール氏などの協力を得て、その日本版として東京で生まれました。その発足には当時カリフォルニアに在住していた駐在員や官僚など日本のIT導入の遅れに危機感を抱いたシリコンバレー・マルチメディア・フォーラムの所属メンバーなども大いに活動・支援しました。米国のスマートバレー公社は1990年代初頭のシリコンバレーの大不況を民・産・学・官・政が一体となり、その解決を図るために民主導で作られたシリコンバレー・ジョイント・ベンチャーと言う組織が、継続的かつ効率良く仕事を進めるために実行部隊として設立した下部組織でした。スマートバレー公社は1998年に五年間の輝かしい業績と成果を残し解散しました。

JUCEEは1995年に生まれ、日本財団や国際文化基金日米センター、米広報文化・交流庁などから資金提供を受け、1997年3月に独立非営利団体としての認可を受けました。日本の各種非営利団体責任者向けの指導プログラムや実地体験講習会など広がりのある活動をしています。そのプログラムの一つにSNPの山藤泰さんや岡本忠彦さん、シニアのための市民ネットワークの伊藤さん等も参加し、SeniorNet代表のアン・エリクソンさん等との接点も生まれました。またそれは後日の日米シニア井戸端会議誕生の芽にも繋がったようです。JUCEEの詳細はhttp://www.jucee.org/ にあります。シニアネット・トーランス・ラーニング・センター計画には同センターのスコット・スギウラさんが担当者として関与しました。

シニアネット・トーランス・ラーニング・センター実現への思向錯誤とタイムライン

トーランス・ラーニング・センター実現への正式な第一歩は下記の一通のメールから始まりました。これはSNPの山藤泰さんから同メンバーの私に送られて来たものです。

-----Original Message-----

差出人 : Yasushi Santo <santo@kcn.ne.jp>

宛先 : akisan@earthlink.net <akisan@earthlink.net>

日時 : 2000年2月11日 7:02

件名 : SeniorNet
鶴亀さん
山藤です。
SeniorNetのAnn Wrixonに先ほど下記のようなメールを打ちました。
コンタクトがあると思いますが、よろしくお願い申し上げます。
取り急ぎご連絡まで。
Ann,

This mail is to ask you to have a contact with Mr. Aki Tsurukame, a Japanese American

living in Los Angeles who is also senior and very influential to the Japanese American community in LA.  When I visited LA last summer　during my stay at your SeniorNet, I had a very brief talk with him concerning the　setting up of a Learning Center of SeniorNet in the LA Japanese American　community.  I could not complete the talk because I had to leave LA to attend the funeral ceremony for my father.
Recently I sent him an e-mail to find if he is still interested in having a Learning Center in LA.  His reply was positive.  He is a key member of SVJ and his e-mail address is 'akisan@earthlink.net'.   I think the idea of starting a LC in the Japanese America community in LA could be one of the collaboration programs between SeniorNet and SVJ/SNP.  This is the reason why I decided to ask you to communicate with him now.

There might be many barriers to be overcome to make the setting up of LC in LA real but it would be worth trying. I hope this mail will start fruitful discussions between SeniorNet and Japanese American community in LA concerning the way to make older adults in LA familiar with the usage of PC.

With warmest regards,

Yasushi Santo
この後しばらくしてアンから鶴亀に連絡が入り、最初の話し合いが持たれました。実際に行うに当たってはSNPとSeniorNetでどのようなスタイルで行うかの点でかなりの食い違いや温度差もありました。シニアネットはあくまでも英語環境での指導には詳しいものの、日本語環境に関して、また日系社会に対しての理解は皆無に近い状況でした。実は前年秋にSVJ代表の伊東正明さんと山藤泰さんのお二人のロサンゼルス訪問があり、リトル東京の日米文化センター内にある日系シニアの交流団体であるパイオニア・センターを覗いたりしたのですが、山藤泰さんのお父様の突然の死去で鶴亀への充分な説明がないままに引きうける事になりました。PCの構成を日本語と英語に分けるのか、対象を日本人シニアに絞るのか（これは人種差別を厳しく禁止している米国では法律違反になりかねません）など詰める問題が山積みでした。その後岡本忠彦さんの訪米、シニアネットからジョー・ウォルトンさんのロサンゼルス訪問、JUCEEのスコット・スギウラの事前視察など思考錯誤と検討・交渉が続きました。パイオニア・センターは事務局長さんが80才を越えた方で、パソコンやインターネットへの関心はゼロでした。日系シニアが多く住むリトル・トーキョー・タワーズは極めて積極的でしたが、教える側のボランティアの確保に難がありました。日系引退者ホームはウォルトンさんやスギウラさんの評価も高く、事務局長さんも前向きで、一旦は決定し、実際にＰＣを持ち込む段階まで行きましたが、一部の居住者から外部の人が出入りするのには反対との声で、直前にドタキャンとなりました。それではと親しくしていた市長の紹介で、既にシニア向けのパソコン教室を開設していたトーランス市内のバートレット・シニア・センターに相談し、米国人向けクラスの隣に日本語クラスを設置する話になりました。しかしそれではシニアネットが求める広さ基準に外れるとの指摘で、ここも最終的におじゃんになりました。次ぎの候補団体として鶴亀が理事をしているトーランス・サウスベイ・YMCAの事務局長に話したところ、大いに賛成ですぐにも始めたい意向でした。早速ウォルトンさんとスギウラさんに飛んで来て貰い、事務局長との会議を持ちました。岡本忠彦さんや伊東正明さんもここなら場所として最高と、太鼓判が押され、いよいよ開設準備かと思われた矢先にYMCA自体の増設計画が持ち上がり、その完成まで待ちたいとの話になりました。足掛け一年半近く動いて来たもののシニアネットの条件（これはクラスの品質を保持するための基本的な要素です）である下記の四点のクリアーがどこも帯に短し襷に長しでうまく行かない状況でした。その条件は１　シニアが怪我をしないように充分な広さや明るさの確保がなされる事　２　提供されるPCなどの盗難を避けるため鍵の掛かる独立した部屋である事　３　ボランティアでも良いが専従の責任者がいる事　４　シニアのボランティア・インストラクターならびにコーチが確保できる事等でした。諦めかけたところに若尾龍彦さんが以前にパソコン・クラス（日本人駐在員向けの有料コース）を行っていた経験もあり、お役に立てるならと言う有り難い提案があり、トーランス・ラーニング・センターが実現の運びになりました。通常シニアネットのラーニング・センターのスポンサーは地域コミュニティ団体や大学等がなるケースが殆どですが、シニアネットの了解を取り、特例的にビジネス・オフィスを使い、そして過渡的な許可としてシニアではないインストラクターやコーチの採用で当てることになりました。現在徐々に卒業生の中からコーチも何人か生まれており、更にはインストラクターへと成長して戴く事を期待しています。初期のインストラクターにはシニアの資格がある若尾さんや私が努めましたが、最近は引退モードです。トーランス・ラーニング・センターは単にパソコンやインターネットの習得の場としてだけではなく、米国市民の中に埋没して生きている日本人シニアのお喋りや友達作り、情報交換の場としての機能も果たしつつあるようです。現在はシニアのための市民ネットワーク仙台（http://www.sendai-senior.org/ ）からの呼び掛けで始まった日米シニア井戸端会議も熊本や大阪（SNP会員）在住のシニアも参加し、更には日米以外の国に住むシニアの交流の場として展開する動きが始まっています。「シニアの知恵を社会に活かす」と言うシニアネットの目的が、トーランス・ラーニング・センターが最初の良き事例となり、「シニアの知恵が世界に活きる」形で実現できればと思います。皆様のご指導・ご支援・ご協力をお願いする次第です。

2003年2月17日

鶴亀彰

シニアネット・トーランス・ラーニング・センター共同主宰者

